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 コミュニティ・スクール 
 コミュニティ・スクールとは 

 

目指すもの 

 

学校運営協議会を設置している学校のこと、学校運

営に地域が関わる仕組みです。また、地域ぐるみで

子どもたちを育てていく仕組みでもあります。 

 学校運営協議会の役割とは 

 

校長が作成した学校運営の基本方針を

承認します。また、学校運営について意

見を述べることができます。そして、協

議の結果に関する情報を地域住民等に

知らせ、理解や協力を求めます。 

 魅力とは 

子どもにとっての魅力 

・学びや体験活動が充実します。 

・自己肯定感や思いやりの心が育まれます。 

・地域の担い手としての自覚が高まります。 

・防犯・防災等の対応による安心・安全な 

生活ができます。 

 

保護者にとっての魅力 

・学校や地域に対する理解の深まりによる 

家庭教育との相乗効果が生まれます。 

・地域の中で子どもが育てられているとい 

う安心感があります。 

・保護者同士や地域の人との人間関係が構 

築できます。 

教職員にとっての魅力 

・地域の人々の理解と協力を得た学校運営や

「社会に開かれた教育課程」の実現が可能

になります。 

・地域人材を活用した教育活動が充実します。 

・地域の協力によって子どもと向き合う時間

の確保ができます。 

・経験が生かせることにより生きがいや 

自己有用感につながります。 

・学校が地域のよりどころになります。 

・学校を核とした地域ネットワークが形 

成され、地域の課題解決につながります。 

・地域の防犯・防災体制の構築ができます。 

地域にとっての魅力 

「地域とともにある学校づくり」と

「学校とともにある地域づくり」を

目指します。 

 

 コミュニティ・スクールを導入するとこのように変わります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コミュニティ・スクール志免スタイル 

  志免スタイルとは 

 あいさつ運動 ～明るいあいさつを町全体に広める活動

～     

～～運営協議会の役割とは・・・ 
 

まずは、人と人をつなぐ第一歩として 

あいさつ運動を学校から始めていきます。

明るいあいさつが町全体に広まり、学校、

家庭、地域がつながることを目指します。 

 
コミュニティ・スクール  

 
コミュニティ・スクール  

共有 連携 協働 

熟議 
当事者

意識 
意 識 

見える化

識 

推進キーワード 

具体化キーワード 

 

 

 

志免スタイルは、これまで築いてきた地域との協働活動を継続し、より豊かにしていくとい

う考えを大切にしています。まずは、子どもと地域の方々が顔見知りになり、互いに安心し

て助け合える関係を強くしていきます。そして、年月をかけて地域との連携を広げ、「地域と

共にある学校づくり」「学校とともにある地域づくり」を発展させていきます。 

当事者意識をもって、熟議を重ね、「見える化」を図って具体化していきます。 

目指す姿を共有し、連携を強化しながら、協働活動を推進していきます。 

 



     

 


